
　原油安に伴うガソリン価格の下落が続
いている。資源エネルギー庁によると、１月
13日時点の滋賀のレギュラーガソリン１
リットル当たりの店頭現金小売価格は
144.5円で、５週連続で値下がりした。直
近ピークの昨年８月（171.0円）より26.5
円安く、2012年８月以来、約２年５カ月ぶ
りの安値となった。
　県内の自動車用ガソリンと軽油を合わ
せた消費量の割合は、自家用が85％を占
め、営業用の15％を圧倒的に上回る。ガ
ソリン安は家計への恩恵が大きく、販売
側としては消費意欲の高まりによる増収
が期待される。
　県内のガソリンスタンド数は昨年３月
末時点で357カ所と、鳥取、福井、奈良に
次いで全国で４番目に少ない。このうち

291カ所の年平均売上高は431百万円
となっている（12年総務省「経済センサ
ス」）。こちらは神奈川、東京に次ぐ３番目
と非常に高い。企業努力に加え、世帯あた
りの自家用乗用車の普及台数が1.406
台と多いこと（全国平均は1.069台）、関
西・中京間に位置する地理的メリットなど

が背景にあると考えられる。
　今後は人口減少に加え、環境配慮や
経済性などの観点から、電気自動車や
燃料電池自動車の開発が進み、需要構
造に変化があるといわれている。ガソリ
ンを含めたエネルギー価格の動向は経
済活動に密接に関わっており、動向に注
目したい。

（（株）しがぎん経済文化センター 中村 雅臣）

ガソリンスタンドの都道府県別売上高（経済センサスより）

滋賀のガソリンスタンド１カ所あたりの年間売上高は431百万円
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神奈川、東京に次ぐ全国３位

資料…総務省「2012年経済センサス活動調査」をもとに作成。カッコ内の数値は都道府県別の順位。トップ５と近隣府県を抜粋。

ガソリンスタンド１カ所あたり年平均売上高
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　昨秋、ドイツ・オランダ・フランスの３カ国のアグリビジネスの現状に
触れる機会を得て、改めてこれからの日本の農業振興や地域金融
の役割等について考えさせられました。
　ドイツでの視察テーマは「QS-GAP」と「オーガニック※栽培（BIO）」
でした。GAPは農産物の生産過程の安全性を認証するもので、ドイ
ツのQS-GAPを取得している農家とオーガニック栽培農家を訪ねまし
たが、いずれも有機農法による環境保護と安全性への強いこだわり
がありました。また、ドイツ国民もオーガニック食品に相当な関心と理
解を有し、価格が一般より30％程高くても家族の健康のためにオー
ガニック食品を選択するとのこと。オーガニック食品専門のスーパー
マーケットでもその購買力は顕著でした。
　オランダでは、大規模施設園芸とIT技術を活用した最先端の農
業技術、すなわちスマートアグリの実践農家を視察。オランダは農産

※オーガニック／農薬や化学肥料に頼らず、太陽や水、土地、生物など自然の恵みを生かした農林水産業や加工方法のこと

物輸出額が米国に次ぐ２位の農業大国ですが、国土面積は九州と
ほぼ同じ、農地面積は日本の半分弱、農業人口に至っては７分の１
です。そのため植物工場の技術が発達し、温室内の温度・湿度の
管理、養分補給など多くの作業がセンサーネットワークとの連携によ
り自動化され、単位面積当たりの収穫量は日本の30倍以上を実現し
ています。
　フランスでは、教育ファームを兼営する農家と青年農業者の就農
支援、保護、育成を行う団体を視察。食糧自給率121％を誇るフラン
スは自給率維持という政府の大きな方針があり、農業理解、新規参
入者の就農支援の取り組みに熱心でありました。
　各国で特徴ある手法を目の当たりにし、これからの農業成長には
６次産業化などの取り組みにより、地方から高付加価値農業を発信
していかねばと改めて認識した次第です。

滋賀銀行 常務取締役
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欧州に学びたい、高付加価値農業
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“魔法の撚糸”でつくられた高吸水タオル「エアーかおる」
　「糸の繊維１本１本に空気の隙間をつくる」という特殊な工法を
開発し、世界初の“魔法の撚糸”を生み出したのが浅野撚糸株式会
社だ。糸の名前はSUPER ZERO。「ふわふわした感覚」と「ふっくら
したボリューム」「吸水性の大幅な向上」を実現し、毛羽落ち防止や
耐久性も大きく改善させた。２０１３年には、ものづくり日本大賞※

「経済産業大臣賞」を受賞した優れものだ。
　そのSUPER ZEROを使ってつくられたのが、高吸水タオル
「エアーかおる」。「ボリュームがあるのに軽い」「吸水力抜群で

しっかり吸水」「洗濯してもふわふわ感が持続」「部屋干しでもすっ
きり速乾」など、抜群の使い心地で従来のタオルのイメージを一
変させた。特に毛羽落ちの少なさは赤ちゃんにも安心して使える
と評判だ。
　写真は最上級モデルの「エクスタシー」。他のモデルよりも吸水力
を２０％もアップ。ヘアードライ時間が短縮でき、頭皮に水分を残さ
ないことから抜け毛予防にもなると好評で、スカルプ・ヘアケア専
用モデルとして販売している。

イチ押し！pick up

※ものづくり日本大賞／製造・生産現場の中核を担っている中堅人材や、伝統的・文化的な「技」を支えてきた熟練人材、今後を担う若年人材など、ものづくりの第一線で活躍する
　各世代のうち、特に優秀と認められる人やグループを顕彰するもの

■本社／岐阜県安八郡安八町中875-1 
■設立／1969（昭和44）年 
■代表／浅野 雅己
■従業員数／32名
■事業内容／繊維、複合撚糸の研究開発および製品の開発・生産
■問い合わせ先／TEL：0584-64-2279
■URL／http://www.asanen.co.jp/
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カンボジア カナディア銀行と業務提携
～企業のカンボジア進出をサポート～

　当行は昨年12月25日、カンボジアの大手商業銀行であ
るカナディア銀行（本店：プノンペン）と業務提携に関する覚
書を取り交わしました。
　カンボジアは経済発展著しく、今後も高い成長率が見込
まれます。進出する日系企業数はタイ約6,000社、ベトナム
約1,500社に比べてカンボジアは約150社と少なく、今後、
ビジネスチャンスを求めて進出を計画・予定する企業が増
加することが期待されます。
　カナディア銀行はカンボジア国内に45拠点を有し、資産
規模は国内第２位。日本事業本部（ジャパンデスク）を行内
に設置するなど、日本企業との取引を重視しています。今回
の業務提携により、当行はカンボジアの最新の経済・投資
情報等の提供や、現地での円滑な金融取引のサポートが可
能になりました。また、カンボジア経済に関するセミナーの
開催や経済視察団の現地派遣、研修生の相互派遣も予定

しており、カンボジア進出を目指すお取引先へのサポートを
さらに強化します。
　当行はこれまでも中国や東南アジアで現地銀行との業務
提携を進めており、今回で７カ国９行目となりました。今後
も「アジアに強いしがぎん」として、お取引先の海外ビジネス
を積極的にサポートしてまいります。

覚書を交わすカナディア銀行 Michael Lor（マイケル・ロー）
頭取（左）と当行 青山国際部長
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